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 そこで本研究では、持続的経皮投与法としての IP を、より多くの薬物へ展開さ
せることを目的とした基礎研究を行なった。これに先立ち、長時間に渡る薬物の
持続投与に対応するために既製品よりも高電気容量の電極（TCT®）を開発した。















そこで本研究では、in vitro 皮膚透過試験 及び in vivo 経皮吸収試験の結果からヒ
トへの外挿を評価することで、Anodal IP を用いたトラマドールの TDDS化の実現
可能性について検討した。 
 In vitro皮膚透過試験の結果、トラマドールの透過量は電流（0－0.38 mA/cm2 ）
に比例して増加したため、電流による制御は可能であると考えられた。また，モ
ルモットにおける経皮吸収速度（Flux）は、電流値が 0.25 mA/cm2の場合、約 500 
g/h/cm
2
 であった。この吸収速度から、現実的なパッチ適用面積である 10 ~ 20 
cm









長時間安定維持する目的で、Anodal IP を用いたナロキソンの TDDS化を試みた。 
 ブタ及びラットの皮膚を用いた in vitro 皮膚透過試験の結果、本 IP 製剤による
ナロキソンの皮膚透過速度は電流値（0－0.36 mA/cm2）に比例して上昇したが、こ
れら 2 動物種間でのナロキソンの皮膚透過速度の差は認められなかった。ラット
を用いた in vivo 経皮吸収試験においても、ナロキソンの定常状態血漿中濃度は電
流依存的（0－0.18 mA/cm2）に上昇した。電流を付加した群ではいずれも、定常状
態の血中濃度は 20時間に渡り安定的に維持した。in vivo試験結果から、0.09 - 0.18 
mA/cm
2
 の通電条件下のナロキソンの定常状態 Flux は 136 - 305 g/h/cm2と推定さ



















おける定常状態の皮膚透過速度 (Flux) は約 15 g/h/cm2であった。したがって、グ
リチルリチン酸の経皮送達において電流は重要な役割を果たしているといえる。
また Cathodal IP において輸送効率のよい薬液組成（薬物濃度、pH）を見出し、さ
らに尿素及び Tween 80 を吸収促進剤として IP と併用した場合、相乗的な皮膚透過
促進効果が確認され、0.5 mA/cm2の電流値における Fluxは約 60 g/h/cm2 に到達
した。本 Fluxで 10 ~ 30 cm2の適用面積でヒトに投与した場合の血中濃度を推定す
ると有効血中濃度と一致したことから、現実的なパッチサイズにおいて、Cathodal 
IP を用いたグリチルリチン酸の TDDSを開発できる可能性が示唆された。 
